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２
０
１
５
年
『
次
世
代
人
材
育
成
研
修
会
』
を
開
催

　
　
　
　 

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に
つ
い
て
学
ぶ

　
連
合
鹿
児
島
、鹿
児
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
の
青
年
層
を
中
心
に
９
月
26

日
、九
州
労
働
金
庫
鹿
児
島
県
本
部
で

「
労
働
運
動
」「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
」

に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
高
め
る
活
動

の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
次
世
代
層
や
組
織
役
員
の

方
を
含
め
、男
性
63
人
、女
性
15
人
、計

78
人
の
大
勢
の
方
に
出
席
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、来
年
１
月
か
ら
施
行
予

定
の
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
）』
の
概
要
に
つ
い
て

研
修
・
講
演
を
開
催
し
、皆
さ
ん
が
気

に
な
る
、メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
事
を
学
習
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、鹿
児
島
市
役
所
情
報
シ
ス
テ

ム
課
シ
ス
テ
ム
管
理
係
の
佐
多
晃
一
様

を
お
招
き
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
学
ん
だ
主
な
内
容
は
左
記

表
の
通
り
で
す
。

　
今
後
は
、「
各
種
民
間
オ
ン
ラ
イ
ン
取

引
／
口
座
開
設
」
や
「
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
証
明
書
取
得
」「
健
康
保
険
証
と
し

て
の
利
用
」
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
事
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
し
か
し
参
加
者
か
ら
は
、個
人
情

報
の
漏
え
い
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
悪

用
な
ど
、不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国

勢
調
査
へ
の
活
用
等
に
つ
い
て
質
問

が
出
さ
れ
る
な
ど
、大
変
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
講
演
終
了
後
に
は
、
九
州

労
働
金
庫
、
全
労
済
鹿
児
島
、県
労

福
協
の
三
団
体
か
ら
、組
織
結
成
の

経
緯
や
現
在
の
課
題
な
ど
報
告
を
含

め
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、講
演
頂
い
た
講
師
の
皆

さ
ま
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熱心に聞き入る研修生の皆さん

「マイナンバーで何ができるの」
　○�社会保障や税に関して、公平な給付と負担の実現が図られる
　○�真に社会保障を必要とする方に積極的に手を差し伸べること

が可能になる
　○�要援護者リストの整備などに活用して災害対策にも役立つ
　○�役所（行政）での業務改革が進み、住民サービスの向上期待

へ繋がる
と説明がありました。

覚えておきたい４つのこと�
【１点目】★住所確認が大切★
　現在、住んでいる場所と住民票の住所が異なる場合には、通知
カードを確実に受け取れない可能性があります。

原則として、マイナンバーは住民票に記載された世帯ごとに
　 郵送されます！
【２点目】★マイナンバーは10月以降簡易書留で届く★
　書留の中には３つの物が入っています�
　　　Ⅰ　マイナンバーの「通知カード」
　　　Ⅱ　「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
　　　Ⅲ　マイナンバーについての説明書類

【３点目】★個人番号カードの申請★
　　申請方法（その１）
　　　①個人番号カードの申請書に署名または記名押印
　　　②顔写真を貼付
　　　③返信用封筒に入れて郵便ポストへ投函
　　申請方法（その２）
　　　①スマートホンで顔写真を撮影
　　　②オンライン申請
　　　この２通りでの申請が可能となります。

【４点目】★個人番号カードの受け取り★
　2016年１月以降、本人が市町村の窓口で受け取れます。
　　受け取りの際に必要な物
　　　①「通知カード」
　　　②申請後に届く「交付通知書（はがき）」
　　　③運転免許証などの「本人確認書類」
　　　なお住基カードをお持ちの方は返却が必要となります。
　　　 受け取りは無料です�

　
中
央
労
福
協
は
、

奨
学
金
問
題
を
２
０

１
５
年
度
の
重
点
課

題
と
位
置
付
け
て
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

▼
か
つ
て
２
割
程
度

で
あ
っ
た
奨
学
金
利
用
者
は
年
々
増

加
、今
や
全
国
で
約
１
７
７
万
人
が
利

用
し
、大
学
生
の
２
人
に
１
人
が
何
ら

か
の
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
。
▼
１

９
７
０
年
代
半
ば
以
降
、「
受
益
者
負

担
論
」
に
基
づ
く
教
育
政
策
に
よ
っ
て

公
費
支
出
が
抑
え
ら
れ
、大
学
の
授
業

料
は
高
騰
化
し
、わ
が
国
の
学
費
は
世

界
で
最
も
高
い
水
準
と
な
っ
た
。
▼
学

費
が
高
く
て
も
何
と
か
で
き
た
の
は
、

「
教
育
費
の
支
出
が
増
え
る
頃
に
は
賃

金
が
上
が
る
」
と
い
う
日
本
型
雇
用
シ

ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
か
ら
だ
。
し

か
し
今
は
、
親
の
経
済
力
が
低
下
し
、

奨
学
金
に
頼
ら
な
け
れ
ば
進
学
で
き
な

い
学
生
が
多
い
。
▼
奨
学
金
の
約
９
割

が
貸
与
型
で
、多
く
が
利
息
の
付
く「
奨

学
金
」
と
い
う
名
の
ロ
ー
ン
だ
。
か
つ

て
日
本
育
英
会
（
現
日
本
学
生
支
援

機
構
）
の
奨
学
金
は
無
利
子
で
あ
っ
た

が
、１
９
８
４
年
に
有
利
子
枠
が
作
ら

れ
た
。
奨
学
金
を
利
用
す
る
大
学
生
の

２
／
３
が
有
利
子
枠
だ
。
基
準
を
満
た

し
て
も
無
利
子
の
貸
与
を
受
け
ら
れ
な

い
学
生
も
多
く
い
る
。
▼
県
労
福
協
と

し
て
も
、今
年
度
の
最
重
点
課
題
と
位

置
付
け
、
関
係
団
体
と
連
携
の
も
と
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
な
ど
を

求
め
る
署
名
活
動
を
展
開
し
、１
月
通

常
国
会
開
会
後
の
２
月
に
内
閣
総
理

大
臣
宛
て
に
提
出
す
る
予
定
だ
。
▼
次

世
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
安
心
し
て
学

べ
、豊
か
で
住
み
や
す
い
社
会
を
実
現

し
よ
う
で
は
な
い
か
。
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「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
学
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
！

種
子
島
支
店

　
種
子
島
支
店
は
９
月
９
日
、

県
職
員
労
働
組
合
熊
毛
支
部
の

依
頼
を
受
け
、
組
合
歴
３
年
以

内
の
若
年
層
を
対
象
に
、
昼
休

み
を
利
用
し
た
「
マ
ネ
ー
ト
ラ

ブ
ル
学
習
会
」（
約
40
分
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

男
性
11
人
、
女
性
２
人
の
計
13

人
で
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、は
じ
め
に「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」「
個
人
信

用
情
報
」「
多
重
債
務
」
の
３

つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
職

員
よ
り
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
リ
ボ
払
い
」「
延
滞
に
よ
る

個
人
信
用
情
報
の
デ
メ
リ
ッ

ト
」「
安
易
な
借
入
に
よ
る
多

重
債
務
問
題
」な
ど
を
説
明
し
、

普
段
の
何
気
な
い
こ
と
で
誰
に

で
も
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。

　
終
了
後
、参
加
者
か
ら
は「
個

人
信
用
情
報
の
情
報
開
示
の
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」「
携
帯
電
話
の
分
割

代
金
な
ど
が
延
滞
に
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
」「
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
リ
ボ
払
い

に
は
注
意
し
た
い
」
な
ど
の
感

想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
大
島
支
店
推
進
委

員
会
は
９
月
23
日
、
奄
美
地
域

労
福
協
と
共
催
し
て
、
太
陽
ヶ

丘
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
、

「
第
25
回
労
福
協
・
ろ
う
き
ん

杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
る
と
と
も
に
健
康
増
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
、一
般
Ａ
級
４
チ
ー
ム
、

一
般
Ｂ
級
11
チ
ー
ム
計
１
７
０

人
が
参
加
し
、
終
始
笑
顔
と
歓

声
が
あ
ふ
れ
る
中
で
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。
大
会
結
果

は
、
次
の
通
り
。

【
一
般
Ａ
級
】

▽
決
　
勝
　
奄
美
市
役
所
Ａ

２
―
０
　
虹
の
丘
20
周
年

▽
優
　
勝
　
奄
美
市
役
所
Ａ

▽
準
優
勝
　
虹
の
丘
20
周
年

▽
三
位
　
　
Ｊ
Ｐ
労
組

▽
最
優
秀
選
手

　
　
　
　
　
押
川
　
治

（
奄
美
市
役
所
Ａ
）

【
一
般
Ｂ
級
】

▽
決
　
勝
　
奄
美
市
役
所
Ｂ

１
―
２
　
名
瀬
徳
洲
会
病
院

▽
優
　
勝
　

　
　
　
　
名
瀬
徳
洲
会
病
院

▽
準
優
勝
　
奄
美
市
役
所
Ｂ

▽
三
　
位
　
奄
美
中
央
病
院

▽
　
〃
　
　
健
児
保
育
園

▽
最
優
秀
選
手

　
　
　
　
　
橋
本
　
拓

（
名
瀬
徳
洲
会
病
院
）

　九州ろうきんでは、「しあわ
せ創造運動」の一環として「ラ
イフプランセミナー」や「マ
ネートラブル学習会」をあら
ゆる職域や学校などで開催し
ております。
　ご希望があれば、遠慮なく
最寄りの各支店にご相談くだ
さい。

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
！

労
福
協
・
ろ
う
き
ん
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
！

大
島
支
店
推
進
委
員
会

奄美市役所A級優勝、B級準優勝

白熱した試合が展開される�

名瀬徳洲会病院B級優勝
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ろ
う
き
ん
友
の
会
は
、
９
月

９
～
10
日
の
１
泊
２
日
で
「
平

戸
海
鮮
グ
ル
メ
�
平
戸
・
生
月

島
・
佐
世
保
を
巡
る
西
九
州
海

の
旅
」
と
題
し
、
33
人
参
加
の

下
、
親
睦
旅
行
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
日
は
有
田
焼
の
窯
元
や
酒

造
会
社
を
見
学
し
、
平
戸
市
内

の
町
並
み
を
散
策
し
ま
し
た
。

宿
泊
は
平
戸
温
泉
を
満
喫
し
、

そ
の
後
の
大
宴
会
で
は
カ
ラ
オ

ケ
で
盛
り
上
が
り
、
賑
や
か
で

楽
し
い
夜
と
な
り
ま
し
た
。
２

日
目
は
生
月
島
に
渡
り
、
散
策

し
た
後
、
浦
頭
引
揚
記
念
資
料

館
を
訪
れ
、
戦
後
の
苦
労
に
思

33
人
の
仲
間
と
共
に
親
睦
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
！

ろ
う
き
ん
友
の
会
霧
島
支
部

い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
２
日
間
と
い
う
短
い
日
程
で

し
た
が
、
親
睦
も
図
ら
れ
大
変

好
評
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
南
支
店
労
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
10

月
1
日
、
健
康
の
森
公
園
フ
ァ

ミ
リ
ー
広
場
に
お
い
て
開
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

鹿
児
島
南
支
店
ろ
う
き
ん
友
の
会

し
、
会
員
35
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
前
日
か
ら
の
雨
の
影
響
で

芝
が
ぬ
か
る
ん
で
い
た
事
も
影

響
し
、
普
段
ど
お
り
の
力
を
発

揮
で
き
な
か
っ
た
方
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
同
ス
コ
ア
に
よ

る
ニ
ア
ピ
ン
で
の
順
位
決
定
戦

で
は
、
緊
張
感
あ
る
白
熱
し
た

戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
大
会
は
、
11
月
に
開
催
予

定
の
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
の
予
選
も
兼
ね
て
お
り
、
代

表
24
人
が
決
定
し
ま
し
た
。
大

会
終
了
後
は
参
加
者
全
員
で
お

弁
当
を
囲
み
な
が
ら
、
近
況
報

告
な
ど
を
行
い
交
流
を
は
か
り

ま
し
た
。

　
成
績
は
、
新
任
の
嶋
田
事
務

局
長
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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台
風
15
号
（
８
月
25
日
襲
来
）
の
被
災
者
対
応
に

つ
い
て
以
下
報
告
し
ま
す
。
鹿
児
島
県
本
部
で
は
翌

日
26
日
よ
り
現
場
調
査
を
開
始
し
、
９
月
３
日
か
ら

10
月
８
日
ま
で
西
日
本
事
業
本
部
域
内
・
本
部
か
ら

支
援
動
員
を
受
け
、
被
災
受
付
件
数
が
２
，
３
０
０

件
を
超
え
る
な
か
で
現
場
調
査
完
了
が
95
％
を
超
え

る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
お
一
人
ま
で
共
済
金
の
お
支
払
い
が
完
了

す
る
ま
で
、引
き
続
き
対
応
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
被
災
連
絡
が
お
済
み
で
な
い
方
、
書
類
な

ど
の
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
ご
連
絡
、

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
11
月
３
日
（
火
）、
南
九
州
最
大
の
秋
祭
り

｢

お
は
ら
祭｣

に
昨
年
に
引
き
続
き
、『
全
労
済

ブ
ー
ス
』
を
出
展
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
に
大
人
気
の｢

ぐ
り
ん
ぼ

う｣

の
参
加
や｢

ぐ
り
ん
ぼ
う｣

の
塗
り
絵

コ
ー
ナ
ー
、｢

交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
（「
診
断
く

ん
に
よ
る
自
動
車
安
全
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
」）」
な
ど
の
楽
し
い
企
画
も
準
備
し
て
お
り

ま
す
。

　
祝
日
と
は
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
心
よ
り
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

ブ
ー
ス
は
、
鹿
児
島
市
照
国
表
参
道
周
辺
に

て
出
展
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
９
月
に
実
施
し
た
全
国
統
一
店

舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
来

店
・
新
規
契
約
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
８
月
の
台
風
の
関

係
か
ら
自
宅
の
保
障
の
見
直
し
や
新
規
申
し
込
み

に
来
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
お
気
軽
に
お
近
く
の
店
舗

ま
で
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
つ
い
て

第
64
回
お
は
ら
祭
へ
の

全
労
済
ブ
ー
ス
の
出
展

全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

終
了
し
ま
し
た

報 告

台風15号 被災状況 (2015年10月7日時点)

全労済

照国表参道

電車通り

照国神社

 

2015年9月
火災共済・自然災害共済　新規加入件数

72

59

94

83

火災共済
(エコ含む)

自然災害共済

件
数

2015年3月

2015年9月

 

被災受付件数
(現場調査必要件数)

現場調査
完了件数

現場調査
完了率

2,312件 2,208件 95.5%

支援者の認定作業の様子

【来店人数】…………1,155人
【新規獲得件数】……… 412件

　　　　　  　（全共済）

台
風
15
号

被
災
対
応
の
状
況
に
つ
い
て

報 告クール 支援期間 班数 人数 再鑑
1 ９月３日(木) ～９月７日(月) ５班 10人 －
2 ９月９日(水) ～９月16日(水) 10班 20人 ２人
3 ９月16日(水) ～９月23日(水) 10班 20人 ２人
4 ９月24日(木) ～10月１日(木) ７班 14人 １人
5 10月１日(木) ～10月８日(木) ２班 ４人 －

全国支援動員数
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２
０
１
５
年
10
月
中
旬
～
11
月
に
か
け
て
、全
労
済
よ
り
、｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

を
ご
案
内
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

は
、｢

年
末
調
整｣

と
関
わ
る
重
要
な
証
明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
概
要
を

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

共
済
掛
金
証
明
書
の
ご
案
内
と
年
末
調
整
に
関
し
て

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣

と
は
、
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
掛
金
を

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
契
約
に
つ
い
て
発
行
さ
れ
る
証
明
書
で
す
。

　｢

共
済
掛
金
証
明
書｣
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
ら
、
勤
務

先
か
ら
渡
さ
れ
る｢

保
険
料
控
除
申
告
書｣

に
添
付
し
て
、
勤
務
先
へ

ご
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
者
な
ど
の
方
は
、
確
定
申
告
の
際
に
税
務
署
に
提
出
し
、

控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
勤
務
先
は
、
従
業
員
に
給
与
を
支
払
う
際
に
所
得
税
の
天
引
き
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
１
年
間
の
収
入
や
所
得
が
確
定
し
な
い
う
ち
に
、

み
な
し
で
税
金
を
徴
収
す
る
た
め
、
本
来
そ
の
人
が
１
年
間
に
納
め
る

べ
き
税
金
と
、
そ
の
年
の
１
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額

に
過
不
足
が
生
じ
る
場
合
が
出
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
勤
務
先
は
、
１
年
間
に
源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
の
合
計
額

と
、
そ
の
人
が
１
年
間
に
納
め
る
べ
き
本
来
の
所
得
税
の
金
額
の
過
不

足
額
を
精
算
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
年
末
の
給
与
支
払
い
時
期
に｢

年

末
調
整｣

を
行
い
ま
す
。

　
前
述
の
「
共
済
掛
金
証
明
書
」
は
、
そ
の
際
に
用
い
る
大
切
な
用
紙

と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
共
済
掛

金
は
、｢

生
命
保
険
料
控
除｣

や｢

地
震
保
険
料
控
除｣

の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
年
末
調
整
の
際
に
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

生命保険料控除の対象となる共済 地震保険料控除の対象となる共済

※こくみん共済は傷害タイプ・傷害プラスは対象外となります。
※ねんきん共済は税制適格タイプにご加入の方のみ対象と
　　なります。

※自然災害共済の地震等損害部分に相当する
　　共済掛金のみ対象となります。

保険料控除に関するお問い合わせ

■共済金掛金証明書の再発行を希望する場合
　�　マイページサービスにご登録いただくと「生命・地震保険料控除対象共済掛金証明書」の再発行の申請が

できます。
　　もしくは、「全労済お客様サービスセンター」までお電話ください。

■職場の労働組合や社員会などを通じてご加入の方
　�　職場の労働組合や社員会などの団体を通じてご加入いただいた「団体生命共済」「団体年金共済」などに

ついては、所属団体の窓口にお問い合わせください。

全労済お客様サービスセンター

　　　1   0120-00-6031
※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
※自動音声でご案内後、担当者におつなぎします。

受付時間　平日 9：00～19：00
               土曜 9：00～17：00

(日曜・祝日・年末年始を除く)

共
済
掛
金
証
明
書
と
は

年
末
調
整
と
は
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臨床心理士　山藤奈穂子

　
Ｑ
　
引
き
受
け
た
仕

事
を
期
日
に
な
っ
て

「
で
き
な
か
っ
た
」
と

言
う
人
が
い
て
困
っ
て

い
る
の
で
す
が
…
。

　
Ａ
　
発
達
障
害
の
人

が
特
に
苦
手
な
ス
キ
ル

と
し
て
、「
助
け
を
求

め
る
ス
キ
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
障
害
の
な
い
人

で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人

は
、
こ
れ
が
と
て
も
未

熟
で
す
。
依
頼
さ
れ
た

仕
事
に
つ
い
て
不
明
点

や
期
日
、
注
意
点
を
確

認
し
た
り
、
で
き
な
い

と
き
に
交
渉
す
る
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
え
で
の

非
常
に
高
度
な
ス
キ
ル
で
す
。

　
Ｑ
　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
Ａ
　
ど
う
聞
い
て
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
わ
か
っ
た
ふ

り
を
し
て
し
ま
い
、
ミ
ス
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
進
行
中
に
行

き
詰
ま
っ
た
り
、
間
に
合
い
そ

う
に
な
い
と
き
も
、
そ
の
こ
と

を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
溜
め
込
み
、
周
り
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

逆
に
仕
事
が
で
き
る
人
は
、
引

き
受
け
た
と
き
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
、
相
手

の
要
求
を
正
し
く
把
握
し
、
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
す
り
合
わ

せ
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
　
支
援
の
仕
方
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
　「
わ
か
ら
な
い
点
を
確

認
す
る
の
は
迷
惑
で
は
な
い
」

と
教
え
ま
す
。
質
問
の
仕
方
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
誰
で
も

わ
か
る
よ
う
に
図
式
化
さ
れ
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
と
、
ミ
ス

を
減
ら
せ
ま
す
。
発
達
障
害

の
人
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と

し
て
、「
仕
事
の
依
頼
書
」
が

書
籍
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
セ
ッ
ト
に
し
て

渡
す
と
、
本
来
の
誠
実
な
仕
事

ぶ
り
が
生
か
せ
る
は
ず
で
す
。

発達障害がある人のためのソーシャル・スキル
（２）助けを求める

ニュース・
ワード

メイソンジャー

の
飲
み
物
）
な
ど
の
飲
料
の
携
帯
用

と
し
て
も
、
ピ
ク
ル
ス
や
サ
ラ
ダ
な

ど
の
保
存
容
器
と
し
て
も
使
え
ま

す
。
作
り
お
き
し
た
サ
ラ
ダ
を
入
れ

て
楽
し
む
「
ジ
ャ
ー
サ
ラ
ダ
」
と
い

う
用
語
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ね
じ
ぶ
た
の
あ
る
保
存
用

ガ
ラ
ス
瓶
の
こ
と
で
す
。

　

19
世
紀
半
ば
に
発
明
さ

れ
、
密
閉
性
が
高
い
こ
と
か

ら
家
庭
用
の
食
品
保
存
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
名
前

は
発
明
し
た
ブ
リ
キ
職
人
の

ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
デ
ィ
ス
・
メ

イ
ソ
ン
に
由
来
し
ま
す
。

　

近
年
、
ア
メ
リ
カ
の
飲
食

店
が
ね
じ
ぶ
た
に
ス
ト
ロ
ー

の
挿
し
口
を
つ
け
食
器
と
し

て
利
用
す
る
と
、
人
気
が
沸

騰
。
商
品
化
さ
れ
た
も
の
が

日
本
で
も
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ス
ム
ー
ジ
ー
（
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状

読
　
者

か
ら
の

声
　

195

　
89
歳
に
な
り
ま
し
た
。
２
カ
月

に
１
回
、年
金
を
い
た
だ
き
に
労
金

に
お
じ
ゃ
ま
し
て
い
ま
す
。
親
切

に
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
昭
和
59
年
か
ら
で
す
か
ら
、も

う
何
十
年
た
っ
た
で
し
ょ
う
。
歩
け

る
間
は
お
じ
ゃ
ま
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
お
元
気
で
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
薩
摩
川
内
市
・
男
性
）

　
毎
号
、「
労
福
協
だ
よ
り
」
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
全
労
済
・
ろ
う
き
ん

の
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
知
る
事
が
で
き
助

か
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、「
ツ
カ
え
～

る
」
と
い
う
名
の
新
型
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

に
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
他
金
融
機
関

よ
り
も
お
得
な
感
じ
が
し
ま
す
。

（
肝
属
郡
・
男
性
）

　
桜
島
の
噴
火
が
と
て
も
心
配
な
今

日
こ
の
頃
で
す
。
火
災
共
済
の
保
障

内
容
を
改
め
て
見
直
し
た
り
、
防
災

グ
ッ
ズ
を
調
べ
た
り
と
、防
災
に
つ
い

て
こ
の
機
会
に
家
族
で
も
確
認
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
大
き
な
被

害
が
出
ま
せ
ん
よ
う
に
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　
４
月
か
ら
奄
美
大
島
に
異
動
し
、

「
労
福
協
だ
よ
り
」
を
４
カ
月
も
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
寂
し
い
思

い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、何
と
労
金

大
島
支
店
に
並
ん
で
い
ま
し
た
�

早
速
拝
読
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い

で
す
。　
　
　
　（
大
島
郡
・
男
性
）

　
握
ら
な
い
お
に
ぎ
り
の
「
お
に
ぎ

ら
ず
」
は
男
の
私
に
と
っ
て
も
、簡

単
に
作
れ
そ
う
。
息
子
と
二
人
で
出

か
け
る
機
会
が
増
え
た
の
で
挑
戦
し

て
み
ま
す
。
　（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

し
た
。
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
な

が
ら
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。



（7） か ご し ま 労 働 者 福 祉 だ よ り
2015年10月15日

第 659 号

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ラ
ン
チ
交
流
会

大
隅
地
域
労
福
協

　
８
月
９
日
（
日
）
10
時
よ
り
、

鹿
屋
市
花
岡
町
に
あ
る
「
た
か
く

ま
山
麓
陶
芸
の
里
あ
す
か
」
に
て

陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
20
人
。

　
陶
芸
は
初
め
て
と
い
う
方
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
み
な
さ
ん
素

敵
な
作
品
を
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
一
人
分
の
粘
土
の
か
た
ま

り
が
大
き
く
て
、１
、２
作
品
作
る

の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
５
作
品
く

ら
い
作
れ
る
量
だ
っ
た
の
で
ネ
タ
が

な
く
な
っ
て
大
変
で
し
た
と
い
う
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
は
、併

設
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

に
て
ラ
ン
チ
交
流
会
を
開
催
し
ま

　
８
月
８
日
（
土
）、国
分
ス
タ
ー

レ
ー
ン
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、
青
年
委
員
会
を
中
心
に
地

域
高
退
連
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、

１
０
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、職
場

や
単
組
の
仲
間
と
家
族
で
２
ゲ
ー

ム
楽
し
み
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、入
賞
10
本
、飛
び

賞
18
本
、Ｂ
Ｂ
賞
と
ほ
か
に
、入
賞

に
届
か
な
か
っ
た
方
々
を
中
心
に
豪

華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
賞
も
協
賛
が
あ

り
全
員
に
賞
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
親
睦
を
深
め
楽
し

い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
団
体
優
勝
は
、霧
島
市
水
道
部
、

個
人
優
勝
は
、
霧
島
市
教
育
委
員

会
の
鈴
木
順
一
さ
ん
（
写
真
）
で
ス

コ
ア
は
「
３
７
１
」
で
し
た
。

　
奄
美
地
域
労
福
協
は
、８
月
16

日
（
日
）
に
平
和
学
習
会
の
一
環

と
し
て
ア
ニ
メ
『
ジ
ョ
バ
ン
ニ
の
島
』

の
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
前

後
の
北
方
領
土
を
舞
台
に
、
占
領

軍
と
島
民
と
の
関
係
、
純
粋
な
子

ど
も
た
ち
の
姿
、そ
し
て
一
般
島
民

の
樺
太
抑
留
な
ど
の
実
話
を
も
と

に
し
た
作
品
で
す
。
あ
る
日
突
然
、

故
郷
を
奪
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

島
民
達
が
家
族
と
も
離
れ
離
れ
に

な
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、こ
ん
な

第
５
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

 

「ひっとべ！かごしま国文祭」 

いよいよ今秋開催！  

 

「ひっとべ！かごしま国文祭」 

いよいよ今秋開催！  

「ひっとべ！かごしま国文祭」
いよいよ開幕！！

県
労
福
協
も

　
応
援
し
て
い
ま
す
�

　
「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご

し
ま
２
０
１
５
」
が
い
よ
い
よ

開
幕
�
県
内
全
市
町
村
で
開
催

さ
れ
る
１
０
０
を
超
え
る
イ
ベ

ン
ト
の
中
か
ら
、
当
日
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
る
主
な
県
主
催

イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
31
日
（
土
）（
お
よ
び
そ

の
前
夜
）
は
、
鹿
児
島
ア
リ
ー

ナ
多
目
的
広
場
と
永
吉
中
央
公

園
で
「
ウ
エ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
。
奄
美
出
身
の
「
カ
サ

リ
ン
チ
ュ
」
や
カ
ラ
オ
ケ
の
女

王
「
城
南
海
」
が
出
演
の
鹿
児

島
な
ら
で
は
の
ス
テ
ー
ジ
、
鹿

児
島
の
「
黒
」
の
食
文
化
や
工

芸
品
・
特
産
品
な
ど
鹿
児
島
の

技
を
堪
能
で
き
る
ブ
ー
ス
な
ど
、

か
ご
し
ま
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

お
届
け
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
黎
明
館
で
は
「
文

化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
鹿
児
島

展
」
を
展
開
。
手
が
触
れ
る
と

動
き
出
す
不
思
議
な
作
品
や
、

光
を
使
っ
て
描
か
れ
る
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
同
芸
術
祭

受
賞
作
品
か
ら
厳
選
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　

11
月
14
日
（
土
）
～
15
日

（
日
）
は
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ

と
永
吉
中
央
公
園
で
「
暮
ら
し

と
共
生
・
生
活
文
化
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
。
お
茶
・

お
花
・
工
芸
品
な
ど
の
伝
統
的

な
生
活
文
化
や
囲
碁
・
ト
ラ
ン

プ
な
ど
の
娯
楽
文
化
の
展
示
・

体
験
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
、
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
―
１
グ
ル

メ
グ
ラ
ン
プ
リ
や
鹿
児
島
の
食
、

昔
な
が
ら
の
遊
び
な
ど
も
体
験

で
き
る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

一
日
も
早
い
北
方
領
土
返
還
を
！

奄
美
地
域
労
福
協

し
た
。
美
味
し
い
ラ
ン
チ
を
食
べ
な

が
ら
楽
し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。

悲
惨
な
こ
と
を
招
く
戦
争
は
二
度

と
お
こ
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
で
子

ど
も
を
含
む
約
40
人
が
鑑
賞
し
、同

時
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
沖
縄

戦
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
も

行
い
平
和
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
後
も
労
福
協
の
活
動
を
広
く

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、新
聞
な
ど

を
利
用
し
た
広
報
に
も
力
を
入
れ

よ
う
と
思
い
ま
す
。

粘土をこねてのばして作成中

優勝者の鈴木さんは、２ゲーム
でストライク数７、スペア数11
と安定したプレーでした

親子連れも多かった映画鑑賞 「10歳の純平」と「７歳の弟・寛太」
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
11
月
９
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00
　64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三
　
鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　
９
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

69
通
で
、
68
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ヤマアルキ」
　　  （山歩き）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
仏
の
…
も
三
度
ま
で

３
　�

標
章
の
こ
と
で
す

７
　
日
本
三
景
の
一
つ

９
　�

不
合
格
者
も
こ
れ
で
何
と

か
救
わ
れ
ま
す
ね

10
　�

１
カ
月
単
位
の
…
…
駐
車

場

11
　�

貧
乏
神
に
は
こ
れ
が
よ
く

似
合
い
ま
す
。
渋
…
…

13
　�

通
り
道
の
こ
と

15
　�

本
の
…
作
者
、…
作
権

16
　�

モ
ア
イ
で
有
名
な
イ
ー
ス

タ
ー
島
は
こ
の
国
に
あ
り

ま
す

18
　�

中
東
や
ア
フ
リ
カ
の
難
民

が
こ
の
海
を
越
え
て
欧
州
へ

22
　�

交
…
、順
…
、当
…

23
　�

日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
す
る
日
で
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

河
童
橋
と
い
え
ば

２
　�

産
み
の
…
よ
り
育
て
の
…

３
　�「
鳥
獣
戯
画
」
は
…
…
物

４
　�

こ
の
日
に
は
割
引
料
金
が

あ
る
結
婚
式
場
も

５
　�
ハ
ワ
イ
、装
飾
品
、花

６
　�
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
発
祥
と
か

８
　�
作
り
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん

12
　�

…
…
に
釣
り
鐘

14
　�

も
ち
米
で
は
な
い
…
…
米

17
　�

旅
行
に
か
か
る
お
金

18
　�

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

が
あ
り
ま
す
。
…
…
県

19
　�

初
々
し
い
こ
と

20
　�

同
…
、直
…
、敏
…

21
　�

足
が
10
本

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　
稲
村
　
孔
太
　
　
福
留
　
佳
奈

　
谷
口
　
　
聡
　
　
龍
造
寺
範
興

　
佐
々
木
　
学
　
　
染
川
　
大
作

　
瀬
戸
口
亮
治
　
　
福
田
　
博
文

　
天
本
　
美
信
　
　
高
塚
　
弘
文

　
倉
元
　
直
一
　
　
東
　
　
秋
孝

　
立
中
　
睦
美
　
　
道
下
　
　
勝

　
遠
矢
　
　
勉
　
　
堂
元
　
清
憲

　
藤
田
　
圭
子
　
　
岩
下
　
菊
美

　
荒
木
　
　
誠
　
　
坂
口
フ
ヂ
子

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります

運
営
／�

連
合
鹿
児
島
、一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉

協
議
会

後
援
／�

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
、
鹿
児
島
県
経
営
者
協
会
、
公

益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
労
働
基
準
協
会


